
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＬａｂｏＴｅｘ－ＣＷとＭＴＥＸ－ＣＣＷの関係 
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概要 

   極点図の回転方向（ＲＤ－＞ＴＤ）でＯＤＦ図がシフトする。 

   ＬａｂｏＴｅｘのＭＴＥＸもこの回転方法はパラメータになっていて、間違いやすい。 

   統一が必要と思われる。 

ＸＲＤ－ＬａｂｏＴｅｘ 

   

 ＸＲＤ－ＭＴＥＸ 

   

 



ＥＢＳＤ－ＬａｂｏＴｅｘ 

  選択変更できない。 

ＥＢＳＤ－ＭＴＥＸ 

   

 

統一 

ＥＢＳＤ－ＬａｂｏＴｅｘとＥＢＳＤ－ＭＴＥＸのＯＤＦ一致するようにＥＢＳＤ－ＭＴＥＸを決める。 

 

ＥＢＳＤ入力データ 

 Ｇｏｓｓ－Ｂｒａｓｓ－Ｓ方位 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



入力データをＳＯＲに変換し(EBSDtoLaboTex)、ＬａｂｏＴｅｘに読み込みＯＤＦ解析 

 

 

 極点図はＣＷで表示されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＭＴＥＸでＬａｂｏＴｅｘと一致するパラメータでＯＤＦ解析 

  

 

 ODF図は一致 

 

 極点図はＣＣＷで表示されている。 

 

 



ＥＢＳＤ－ＬａｂｏＴｅｘとＥＢＳＤ－ＭＴＥＸのＯＤＦ図比較 

ＬａｂｏＴｅｘ 

 

ＭＴＥＸ 

 

ＬａｂｏＴｅｘを最大の平滑化、しかし、MTEXは半価幅１０ｄｅｇで計算されているため、広がりが大 

  



ＬａｂｏＴｅｘとＭＴＥＸ極点図をＣＷ回転で比較 

ＬａｂｏＴｅｘ 

 

 

 

ＭＴＥＸ 

 

ＬａｂｏＴｅｘを最大の平滑化  

 

 

 

 

 

 



ＸＲＤ－ＬａｂｏＴｅｘ、ＭＴＥＸの再計算極点図から同一のＯＤＦ図を計算させる。 

ＬａｂｏＴｅｘ 

  

  

  

 



 読み込まれた極点図（TDが右側に表示）逆転する 

 

ＭＴＥＸと同一のＯＤＦ図が計算される 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＸＲＤ－ＭＴＥＸ、ＭＴＥＸの再計算極点図から同一のＯＤＦ図を計算させる。 

  

  



読み込まれた極点図、TDは左で RD-＞TDは CCWである。 

 

 

ODF計算結果 

 

 

 

 


